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　晩唐ばんたう一代いちだいの名家めいか、韓昌黎かんしやうれいに、一人いちにんの猶子いうし韓湘かんしやうあり。江淮かうくわいより迎むかへて昌黎しやうれい其その館やかたに養やしなひぬ。猶子いうし年とし少わかうして白皙はくせき、容姿ようし恰あたかも婦人ふじんの如ごとし。然しかも其その行おこなひ放逸はういつにして、聊いさゝかも學まなぶことをせず。學院がくゐんに遣つかはして子弟していに件ともなはしむれば、愚ぐなるが故ゆゑに同窓どうさうに辱はづかしめらる。更さらに街西がいせいの僧院そうゐんを假かりて獨ひとり心靜こゝろしづかに書しよを讀よましむるに、日ひを經ふること纔わづかに旬じゆんなるに、和尚をしやうのために其その狂暴きやうばうを訴うつたへらる。仍よつて速すみやかに館やかたに召返めしかへし、座ざに引ひいて、昌黎しやうれい面おもてを正たゞしうして云いふ。汝なんぢ見みずや、市し肆しの賤類せんるゐ、朝暮てうぼの營いとなみに齷齪あくさくたるもの、尚なほ一事いちじの長ちやうずるあり、汝なんぢ學まなばずして何なにをかなすと、叔公をぢさん大目玉おほめだまを食くらはす。韓湘かんしやう唯々ゐゝと畏かしこまりて、爪つめを噛かむが如ごとくにして、ぽつ〳〵と何なにか撮つまんで食くふ。其その状さま我わが國くにに豌豆豆ゑんどうまめを噛かじるに似にたり。昌黎しやうれい色いろを勵はげまして叱しかつて曰いはく、此かくの如ごときは、そも〳〵如何いかなる事ことぞと、奪うばつて是これを見みれば、其その品しな有平糖あるへいたうの缺かけらの如ごとくにして、あらず、美うつくしき桃もゝの花片はなびらなり。掌たなそこを落おとせば、ハラハラと膝ひざに散ちる。時ときや冬ふゆ、小春日こはるびの返かへり咲ざきにも怪あやし何處いづこにか取とり得えたる。昌黎しやうれい屹きつと其その面おもてを睨にらまへてあり。韓湘かんしやう拜謝はいしやして曰いはく、小姪せうてつ此この藝當げいたうござ候さふらふ。因よりて書しよを讀よまず又また學まなばざるにて候さふらふ。昌黎しやうれい信まこととせず、審つまびらかに其その仔細しさいを詰なじれば、韓湘かんしやう高たからかに歌うたつて曰いはく、青山雲水せいざんうんすゐの窟くつ、此この地ち是これ我わが家いへ。子夜しや瓊液けいえきを飱そんし、寅晨いんしん降霞かうかを咀くらふ。琴ことは碧玉へきぎよくの調てうを彈たんじ、爐ろには白珠はくしゆの砂すなを煉ねる。寶鼎はうてい金虎きんこを存そんし、芝田しでん白鴉はくあを養やしなふ。一瓢いつぺうに造化ざうくわを藏ざうし、三尺さんじやく妖邪えうじやを斬きり、逡巡しゆんじゆんの酒さけを造つくることを解かいし、また能よく頃刻けいこくの花はなを開ひらかしむ。人ひとありて能よく我われに學まなばば、同おなじくともに仙葩せんぱを看みん、と且かつ歌うたひ且かつ花はなの微紅びこうを噛かむ。昌黎しやうれい敢あへて信しんぜず。韓湘かんしやう又また館やかた、階前かいぜんの牡丹叢ぼたんさうを指ゆびさして曰いはく、今いま、根ねあるのみ。叔公をぢさんもし花はなを欲ほつせば、我われ乃すなはち開ひらかしめん。青黄紅白せいくわうこうはく、正暈倒暈せいうんたううん、淺深せんしんの紅くれなゐ、唯たゞ公きみが命めいのまゝ也なり。昌黎しやうれい其その放語はうごを憎にくみ、言いふがまゝに其その術じゆつをなせよと言いふ。

　猶子いうし先まづ屏風びやうぶを借かり得えて、庭にはに牡丹叢ぼたんさうを蔽おほひ、人ひとの窺うかゞふことを許ゆるさず。獨ひとり其その中なかにあり。窠くわの四方しはうを掘ほり、深ふかさ其その根ねに及および、廣ひろさ人ひとを容いれて坐ざす。唯たゞ紫粉むらさきこと紅べにと白粉おしろいを齎もたらし入いるのみ。恁かくて旦あしたに暮くれに其その根ねを治をさむ。凡すべて一七日いちしちにち、術じゆつ成なると稱しようし、出いでて昌黎しやうれいに對たいして、はじめて羞はぢたる色いろあり。曰いはく、恨うらむらくは節せつ遲おそきこと一月ひとつきなり、時とき既すでに冬ふゆにして我わが思おもふがまゝならずと。然しかれども花はな開ひらいて絢爛けんらんたり。昌黎しやうれい植ううる處ところ、牡丹ぼたんもと紫むらさき、今いまは白紅はくこうにして縁ふちおの〳〵緑みどりに、月界げつかいの採虹さいこう玲瓏れいろうとして薫かをる。尚なほ且かつ朶はなびらごとに一聯いちれんの詩しあり。奇きなる哉かな、字じの色いろ分明ぶんみやうにして紫むらさきなり。瞳ひとみを定さだめてこれを讀よめば──雲横秦嶺家何在くもしんれいによこたはつていへいづくにかある、雪擁藍關馬不前ゆきらんくわんをようしてうますゝまず──昌黎しやうれい、時ときに其その意いの何なにたるを知しらず。既すでにして猶子いうしが左道さだうを喜よろこばず、教をしふべからずとして、江淮かうくわいに追還おひかへす。

　未いまだ幾干いくばくならざるに、昌黎しやうれい、朝てうに佛骨ぶつこつの表へうを奉たてまつるに因より、潮州てうしうに流ながされぬ。八千はつせんの途みち、道みちに日ひ暮くれんとし偶たま〳〵雪ゆき降ふる。晦冥陰慘くわいめいいんさん、雲くも冷つめたく、風かぜ寒さむく、征衣せいい纔わづかに黒くろくして髮かみ忽たちまち白しろし。嶺みねあり、天てんを遮さへぎり、關せきあり、地ちを鎖とざし、馬うま前すゝまず、──馬うま前すゝまず。──孤影こえい雪ゆきに碎くだけて濛々もう〳〵たる中なかに、唯と見みれば一簇いつそうの雲くもの霏々ひゝとして薄うすく紅くれなゐなるあり。風かぜに漂たゞようて横よこざまに吹ふき到いたる。日ひは暮くれぬ。豈あに夕陽せきやうの印影いんえいならんや。疑うたがふらくは紅涙こうるゐの雪ゆきを染そむる事ことを。

　袖そでを捲まいて面おもてを拂はらへば、遙はるかに其その雲くもの中なかに、韓湘かんしやうあり。唯一人たゞいちにん、雪ゆきを冒をかして何處いづこよりともなく、やがて馬前ばぜんに來きたる。其その蓑みの紛々ふん〳〵として桃花たうくわを點てんじ、微笑びせうして一揖いちいふす。叔公をぢさん其その後のちはと。昌黎しやうれい、言ものいふこと能あたはず、涙なんだ先まづ下くだる。韓湘かんしやう曰いはく、今いま、公きみ、花間くわかんの文字もんじを知しれりや。昌黎しやうれい默然もくねんたり。時ときに後おくれたる從者じゆうしや辛からうじて到いたる。昌黎しやうれい顧かへりみて、詢とうて曰いはく、此この地ち何處いづこぞ。藍關らんくわんにて候さふらふ。さては、高たかきは秦嶺也しんれいなり。昌黎しやうれい嗟嘆さたんすること久ひさしうして曰いはく、吾われ今いまにして仙葩せんぱを視みたり。汝なんぢのために彼かの詩しを全まつたうせんと。韓文公かんぶんこうが詩集ししふのうちに、一封朝奏九重天いつぷうあしたにそうすきうちようのてん─云々うんぬんとあるもの則すなはち是これ。於茲こゝにおいて手てを取とりて泣なきぬ。韓湘かんしやう慰なぐさめて曰いはく、愴いたむこと勿なかれ、吾われ知しる、公きみ恙つゝがあらず、且かつ久ひさしからずして朝廷てうてい又また公きみを用もちふと。別わかるゝ時とき一掬いつきくの雪ゆきを取とつて、昌黎しやうれいに與あたへて曰いはく、此このもの能よく潮州てうしうの瘴霧しやうむを消けさん、叔公をぢさん、御機嫌ごきげんようと。昌黎しやうれい馬上ばじやうに是これを受うけて袖そでにすれば、其その雪ゆき香かぐはしく立處たちどころに花片はなびらとなんぬとかや。
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